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平成28年度　《第4回》 有壬記念医学生研究奨励賞採択者

氏　　名 学年
（申請時） 研究テーマ 指導教員

王　　培冰 4
Analyses of the vol tage dependence and i ts s t ructura l 
determinant of the P2 Y1 purinergic receptor 日比野　浩
第93回日本生理学会大会

木島　英美 4
Genetic dissection of multi-nucleated giant cell formation by 
Burkholderia thailandensis infection 松本　壮吉
第89回日本細菌学会総会

関　　詩織 4
BACCSによる細胞内Ca2+シグナルの光操作とCa2+濃度変動および
細胞事象の同時イメージング 竹林　浩秀
第121回日本解剖学会総会・全国学術集会

染谷　拓郎 4
新規自然発生ジストニン変異マウスの神経系における異常ニューロフィラ
メントの分布解析 竹林　浩秀
第121回日本解剖学会総会・全国学術集会

竹石　惇樹 4
Histological study of the muscularis externa of the lamprey 
esophagus 佐藤　　昇
第121回日本解剖学会総会・全国学術集会

深堀　響子 4
Group B streptococcus sialic acid promotes resistance against 
platelet antimicrobial killing 齋藤　昭彦
第89回日本細菌学会総会

大石　まゆ 5
前立腺癌のIMRT   ─ 直腸出血を増やさず線量増加はできるか？ ─

青山　英史
第74回日本医学放射線学会総会

佐藤　岳史 5

Peripheral gamma-aminobutyric acid （GABA） signaling in brown 
adipose tissue induces metabolic dysfuction in obesity

南野　　徹
European Society of Cardioligy Congress 2015

Gamma-Aminobutyric Acid （GABA） Signaling in Brown Adipose 
tissue improves metabolic dysfunction in obesity

第79回日本循環器学会総会・学術集会

寺本　　傑 5
咬筋の片頭痛トリガーポイントとしての重要性

寺井　崇二
第56回日本神経学会学術大会

松田　康彦 5
骨芽細胞様細胞Saos-2，NOS1におけるIL-6によるRANKL発現誘導

川島　寛之
東北整形災害外科学会雑誌

平成28年度
《第30回》 医学研究助成金（有壬基金）受賞者

神吉　智丈 ミトコンドリアオートファジーの研究

近藤　英作 新規がん制御医療技術研究～がん間質標的化技術構築を
目指した間葉系幹細胞吸収性ペプチドの創成

受 賞 者 研 究 課 題
【1件100万円】〈 Yujin Memorial Grant 〉
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こ
の
度
、
第
20
回
有
壬
記
念
学
術
奨
励

賞
に
選
出
し
て
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で

あ
る
。
私
は
平
成
15
年
に
本
学
を
卒
業

後
、
本
学
産
婦
人
科
に
入
局
、
平
成
18
年

よ
り
本
学
博
士
課
程
に
進
学
し
、
田
中
憲

一
教
授
（
当
時
）の
も
と
で
、
網
羅
的
遺
伝

子
発
現
解
析
に
よ
る
卵
巣
癌
の
分
子
生

物
学
的
特
徴
付
け
を
行
っ
た
（C

ancer 
Sci 2009

）。
博
士
課
程
終
了
後
も
網
羅

的
遺
伝
子
発
現
解
析
を
継
続
し
て
い
た

（P
L
O
S O

N
E
 2010; C

lin C
ancer 

R
es 2012

）
が
、
そ
の
中
で
バ
イ
オ
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
の
重
要
性
を
認
識
し
、

平
成
25
年
に
M
D
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
癌
セ

ン
タ
ー
の
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

部
門
（R

oel V
erhaak

博
士
）
に
留
学

し
た
。
留
学
し
た
ラ
ボ
は
、
ア
メ
リ
カ
の

国
家
ゲ
ノ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
るT

he 
C
ancer G

enom
e A

tlas

（T
C
G
A

）

project

に
参
加
し
て
お
り
、T

C
G
A

に

登
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
利
用
し
、タ
ン
パ
ク

質
発
現
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
用
い
た
卵
巣
癌

の
予
後
予
測
（J C

lin Invest 2013

）、

癌
種
を
超
え
た
網
羅
的
ゲ
ノ
ム
解
析

（N
at G

enet 2013; N
at C

om
m
un 

新
潟
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シ
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ム
脳
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理
学
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野 
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DH   
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こ
の
度
は
第
20
回
有
壬
記
念
学
術
奨

励
賞
に
選
出
し
て
頂
き
大
変
光
栄
に
存
ず

る
。
学
士
会
の
先
生
方
、
選
考
委
員
の
先

生
方
、ま
た
こ
れ
ま
で
ご
指
導
頂
い
た
先
生

方
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
特
に
、こ
の
よ
う

な
純
然
た
る
基
礎
研
究
を
学
士
会
に
評
価

し
て
頂
い
た
こ
と
で
、
基
礎
医
学
も
新
潟

大
学
医
学
部
の
学
生
諸
氏
の
進
路
の
選
択

肢
に
入
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
に
寄
与

す
れ
ば
嬉
し
い
。

　

私
は
平
成
20
年
3
月
に
新
潟
大
学
医

学
部
医
学
科
を
卒
業
し
、
同
4
月
に
同
大

学
院
に
進
学
し
澁
木
克
栄
先
生
（
脳
研
究

所
シ
ス
テ
ム
脳
生
理
学
分
野
）の
ご
指
導
を

受
け
平
成
23
年
9
月
に
博
士
課
程
を
修
了

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
生
命

と
は
何
か
を
知
り
た
い
と
思
い
医
学
部
に

進
み
、そ
の
答
え
を
解
く
の
は
生
理
学
だ
と

直
感
し
、学
部
の
頃
か
ら
生
理
学
の
先
生
方

の
も
と
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
。
初
め

て
研
究
に
触
れ
た
の
は
学
部
2
年
の
時
で
、

宇
宙
医
学
を
研
究
し
て
い
る
岐
阜
大
学
医

ラボメンバーとともに研究所前で撮影
右から４番目がVerhaak博士、右端は著者。

国際シンポでのディスカッション

15

20

学
部
生
理
学
の
森
田
啓
之
先
生
の
実
験
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
実
験
の
た

め
に
警
備
が
厳
重
な
三
菱
重
工
の
中
に
入

れ
た
り
、
自
ら
無
重
力
環
境
を
体
験
し
た

こ
と
は
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。
面
白
い
こ

と
を
や
っ
て
い
る
せ
い
か
、
そ
の
教
室
に
は

全
国
か
ら
や
る
気
の
あ
る
医
学
部
生
が
実

験
に
参
加
し
て
い
て
刺
激
を
受
け
た
。
ぜ

ひ
自
分
も
主
体
的
に
研
究
し
て
み
た
い
と

思
い
立
ち
、
本
学
の
板
東
武
彦
先
生（
当
時

第
一
生
理
学
）の
も
と
に
通
い
、縁
あ
っ
て
4

年
生
か
ら
脳
研
究
所
の
澁
木
先
生
の
元
で

勉
強
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。
澁
木
先
生
は

フ
ラ
ビ
ン
蛋
白
蛍
光
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
発

明
し
大
脳
皮
質
機
能
を
研
究
し
て
お
ら
れ

た
。
私
は
そ
れ
を
用
い
、
大
脳
の
中
で
音
を

処
理
す
る
部
位
で
あ
る
聴
覚
野
を
研
究
さ

せ
て
頂
い
た
。
学
部
と
大
学
院
の
期
間
は
、

マ
ウ
ス
も
和
音
・
不
協
和
音
を
聴
き
分
け

て
お
り
、
和
音
特
異
的
神
経
活
動
が
聴
覚

野
に
出
現
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
こ
の

研
究
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。
一
方
で
、

堀
江
正
男
先
生
・
竹
林
浩
秀
先
生
（
第
二

解
剖
学
）
の
ご
協
力
を
得
て
解
剖
学
的
手

法
を
取
り
入
れ
、
聴
覚
野
地
図
と
聴
覚
伝

2014; O
n
c
o
g
e
n
e 2015; C

e
ll 

2015

）、
遺
伝
子
発
現
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

腫
瘍
含
有
率
の
推
定
（N

at C
om
m
un 

2013

）
を
行
っ
た
。
ま
た
帰
国
の
半
年
前

よ
り
、
融
合
遺
伝
子
に
注
目
し
た
新
し
い

治
療
標
的
の
同
定
を
開
始
し
、
13
種
類

の
癌
の
R
N
A
シ
ー
ク
エ
ン
ス
デ
ー
タ 

4,
3
3
6
症
例
か
ら
、
7,
8
8
7
個

の
融
合
遺
伝
子
を
同
定
し
、
治
療
標
的

と
な
り
う
る
融
合
遺
伝
子
が
癌
種
を
超

え
て
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（O
ncogene 2015; N

E
JM
 2015

）。

帰
国
後
も
榎
本
隆
之
教
授
の
も
と
で
、
融

合
遺
伝
子
に
注
目
し
て
研
究
を
継
続
し
て

お
り（Sci R

ep 2015

）、
今
回
の
受
賞
を

励
み
に
一
層
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
研

究
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

最
後
に
研
究
お
よ
び
留
学
の
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
産
婦
人
科
の
諸
先
生
方

に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

た
い
。

新
潟
大
学
脳
研
究
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こ
の
度
、
第
20
回
有
壬
記
念
学
術
奨
励

賞
に
選
出
し
て
頂
き
大
変
光
栄
で
あ
る
。

私
は
平
成
17
年
に
本
学
を
卒
業
し
、
平
成

19
年
に
本
学
脳
研
究
所
神
経
内
科
（
西
澤

正
豊
教
授
）
に
入
局
し
た
。
平
成
23
年
に

本
学
博
士
課
程
に
進
学
し
、
脳
研
究
所
生

命
科
学
リ
ソ
ー
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
の
小
野

The 68th AAN Annual Meeting（Vancouver, 2016）にて
左から池内健教授、Zbigniew Wszolek 教授、筆者

寺
理
先
生（
現
、
神
経
内
科
教
授
）と
池
内

健
先
生
（
現
、
遺
伝
子
機
能
解
析
学
分
野

教
授
）の
も
と
、神
経
変
性
疾
患
の
基
礎
研

究
に
取
り
組
ん
だ
。
本
邦
のC

SF
1R

遺

伝
子
変
異
を
有
す
る
軸
索
ス
フ
ェ
ロ
イ
ド

形
成
を
伴
う
遺
伝
性
び
ま
ん
性
白
質
脳

症（H
D
L
S

）に
つ
い
て
、
臨
床
・
病
理
・
遺

伝
学
的
解
析
を
行
い
、本
疾
患
の
病
態
に
、

C
SF
1R

の
ハ
プ
ロ
不
全
に
よ
る
脳
内
ミ
ク

ロ
グ
リ
ア
の
一
次
的
異
常
が
関
与
す
る
こ

と
を
見
出
し
た
（N

eurology 2014

）。

私
は
平
成
27
年
よ
り
、
本
疾
患
の
原
因
遺

伝
子
を
発
見
し
た
米
国
、M

ayo C
linic

（Z
bigniew

 W
szolek

教
授
）
に
留
学

中
で
あ
る
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
研
究

を
継
続
し
た
い
。

　

最
後
に
、H

D
L
S

研
究
の
遂
行
に
あ
た

り
こ
れ
ま
で
御
指
導
頂
い
た
分
子
神
経
疾

患
資
源
解
析
学
分
野
と
病
理
学
分
野
の
諸

先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

導
路
の
様
式
を
詳
細
に
可
視
化
す
る
こ
と

に
成
功
し
、
マ
ウ
ス
聴
覚
野
ア
ト
ラ
ス
も
出

版
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
現
時
点
で
は
、

我
々
は
世
界
で
最
も
精
緻
に
マ
ウ
ス
聴
覚

野
を
可
視
化
で
き
る
グ
ル
ー
プ
だ
と
自
負

し
て
い
る
。
マ
ウ
ス
が
神
経
科
学
に
お
け

る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ア
ニ
マ
ル
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
に
鑑
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
研

究
で
聴
覚
野
研
究
の
強
固
な
地
盤
を
作
れ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
こ
の
上

に
聴
覚
野
のphysiology

を
一
気
に
進
め

て
行
き
た
い
。

17

第
20
回


